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　　　覧一

木村竜治著

地球流体力学入門

気象学のプロムナード13
東京堂出版，1983年，247頁，

3，200円

　木村さんの学会講演はいつも楽しい．氏は，複雑な自

然現象の中から素過程を抽出し，実に鮮やかにそのメカ

ニズムを解き明かしてくれるからである．

　本書は，その様な著者の思弁や手つきを生き生きと伝

えてくれる，格好の地球流体力学の入門書と言えよう．

　地球流体力学は，地球さらには惑星の大気や海洋中に

存在する現象を，体系的・統一的に取り扱う学問であ

る．従って，著者が序章で，r本書の考え方が地球科学

と異なる点は，自然現象を直接考察の対象としないこと

である。」と述べている様に，地球流体力学が対象とす

るのは，いわば様式化された自然・抽象化された自然で

ある．しかし，地球流体力学が私たちにとって，かくも

魅力的で，豊かであるのは，自然の豊饒の賜物であるこ

とを忘れてはならない．著者は，素過程を取り扱い，単

純化された方程式を解きつつ，自然現象との対比に心を

配ることにより，私たち読者に，そのことを強調して止

まない．

　本書の構成は次の様になっている：く1部，回転流体

の性質＞1章剛体回転，2章回転系の運動方程式，

3章地衡流とエクマン境界層，4章ポテンシャル渦

度保存則と海水の風成循環く2部，密度成層流体の性

質＞5章水面波を例にした分散性波動の基礎，6章

密度成層流体の静力学，7章内部重力波，8章水平

対流，9章　鉛直対流，10章　回転流体と密度成層流体

の類似性く3部，回転と密度成層が同時に存在する流体

の性質＞11章回転成層流体の静力学，12章地衡流

調節，13章　回転成層流体のスピンアップ，14章　ロス

ビー波，15章　傾圧不安定波．

　地球流体力学と流体力学が取り扱う現象における大き

な相違は，密度成層と回転効果の二つの要素の存在であ

ろう．

　著者は，先ず第1部では，回転流体を記述する基礎方

程式を導き，剛体回転から僅かにずれた運動，即ち，地

衡流運動について論じている．第2部では，密度成層流

体の運動について論じ，実は，回転流体と密度成層流体

の運動は，同じ方程式系で記述できるという議論で締め

くくっている．第3部では，・スビー波や回転成層流体

中の波動について論じている．

　本書を読み終えてみると，著者が如何に自らの語り口

と文体とを大切にしているかが良く分かる．第2章で

は，慣性系と回転系における時間微分の変換式を導出す

るのに，ストリーク写真の技法を使ったり，第5章で群

速度の説明をするにあたっては，私たちにスダレ模様の

実験をさせる等，室内実験の手練としての木村さんの一一

面が窺え実に楽しい．
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